




 

 国立愛媛病院において肺動脈弁狭窄症及び心内膜床欠損症の昭和 50 年迄の

手術例は30例であり,20例は追跡調査は可能であったが,9例は音信不明であっ

た。肺動脈弁狭窄症で術後調査可能であったものは 12 例で,心房中隔欠損症,

心室中隔欠損症を合併したもの及びファロー四徴症は除外した。なお 1例は術

後 40 日日に敗血症で死亡したので本統計には含まれていない。心内膜床欠損症

例のうち調査可能なものは 8例で,1 例は術後 24 時間に死亡した。 


